
 令和８年 4月園だより 
                  学校法人 南陽学園 

                         宮内認定こども園長 宇津木 純子 

 

年主題「しゅイエスとともに」 
 

年主題聖句 「主があなたと共におられる。」 ルカによる福音書１章 28節 

    

「ご入園・ご進級おめでとうございます           」 
               

いよいよ新しい年度が始まりました。お子さまのご入園、ご進級おめでとうございます。心より

お祝い申し上げます。 

新しいお子さんも加わり、かけがえのない７６名の子どもたちの成長を、園と保護者の皆さま

と共に喜び合い、子育てを楽しみながら、共に育ち合う一日一日となっていけばと願っています。

今年度もよろしくお願いいたします。 

先日の入園式を終えて、４月６日(月)からは、全員がそろって新学期が始まりました。0.1.２歳

児クラスの方からは、朝、泣く声も聞こえますが，先生に抱っこしてもらい、テラスや園庭に出て、

大きい子どもたちの様子を見たりしているうちに、落ち着いてきます。外の空気に触れると、自然

に落ち着くのは大人も子ども一緒ですね。今年も、ツバメが園庭に戻ってきました。 

子どもたちと一緒に、ツバメの子育てを見守る楽しみを味わいたいです。 

 

4 月の聖句 「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」 

                     マタイによる福音書 14 章 27節 

  

子どもたちが、新しい環境に不安を抱えているかもしれませんし、または、期待に胸を膨らま

せているかもしれません。私たちも、新年度を迎えて、ワクワクしてはいますが、不安と緊張の

４月です。今月の聖句は、イエスさまが、弟子たちが少し休むためにと舟にのせ、向こう岸へ送

りだしました。ところが、逆風で前に進めずに一晩中漂っていたとき、イエスさまが弟子たちを

助けるために湖の上を歩いて舟に近づいてきました。そこで、話した言葉が、この言葉です。「安

心しなさい。わたしだ。恐れることはない。」 

このイエスさまの言葉を、私たち保育者もですが、子どもたちにも、まず覚えてほしいのです。

私たちはみんな、この先いろいろなことを経験しますし、何が起きるかわからないのが人生です。  

しかし、イエスさまは、いつも、どんなときでも、私たちと一緒にいてくださる。私たちの声も

イエスさまには届いている。そのことを知ったら、心が安らぎ、安心出来ます。イエスさまは、

私たちを愛しておられ、守って下さるのです。 

 

     讃美歌   「どんなときでも」       詩 高橋 順子(1959～1967) 

 

1. どんなときでも、どんなときでも     ２．どんなときでも、どんなときでも 

苦しみにまけず、くじけてはならない     しあわせをのぞみ、くじけてはならない 

イェスさまの、イェスさまの         イェスさまの、イェスさまの 

愛を信じて                 愛があるから 

 

  この讃美歌「どんなときでも」は 卒園式に歌いました。  

ここに込められた、願いは  母の願い、保育者の願い、 

そして、子どもたち本人の願いです 

 



令和８年度の園のねがい 
 

 

 

 

 

 

 

   

 ☆「知りたい、やってみたい」という気持ちを受けとめ、生き生きと心を動かす保育を 

  大切にしていきます 

 ☆豊かな自然の中で、五感を思いっきり使いながら、身体を使って、心を動かし元気に過ごします 

 ☆友だちを愛し、互いに助け合い、共に喜びを分かち合う力と心を日々の生活の中で、育てたいと 

  思います 

 ☆神さまの恵みに感謝し、身近なことから世界に目を向ける心を育てたいと願っています 

 ☆保護者の方とのコミュケーションを大切にし、子どもの姿を共有し、意見を交換しながら 

  子育てについて・教育・保育について互いに高め合えるようにしていければと思っています。 

 ☆育ちと学びの連続性を踏まえ、小学校との接続を大切にしていきます 

  

  このような目標をもって、教育及び保育の内容を計画していきたいと考えています。 

   疑問があれば、遠慮なく職員に聞いてください。 

 

 

 

ご家庭へのお願い 
・・・・・お子さまの安全を守るために、よろしくお願いいたします。・・・・・ 

 

☆ 駐車場内では、お子さまの手を離さないでください。 

  駐車場内で、お子さんが一人で走ったり、緑の門から飛び出す姿が見られ、大変危い時がありま

す。万が一のことがあったら取り返しがつきませんので、子どもたちにも、繰り返し伝えてまいり

ますが、保護者の方、お迎えに来て下さるご家族の方にもお伝えいただき、駐車場内では、必ずお

子さんと手をつないでくださいますようご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 

  ・また、チャイルドシート・シートベルトの装着を必ずお願いします。 

  ・万が一、駐車場内で事故を起こした場合は、必ず申し出てください。 

    また、相手がある場合は、警察への連絡もお願い致します。 

      

☆ 降園後は、速やかに帰宅してください 

お子さんは、１日の園生活で、疲れて降園いたします。 

「まだ、遊びたがっているから」と降園後も、遊んだりしていると、思わぬ事故やけがにもつなが

りかねませんので、すみやかに帰宅をお願いいたします。 

 

☆ 毎日の生活リズムを整えることは、お子様の心身の健やかな成長の支える基盤となります。 

・決まった時間に起き、食べ、眠るという一定のリズムは、お子さんの情緒を安定させ、日常の活 

動への意欲へとつながっていきます。お仕事や家事でお忙しい毎日とは思いますが、お子さんの 

健康のため、できるところから少しずつ取り組んでいただければと思います。 

・ 子育ては、楽しみながら、子どもの行動や言葉に目をかけ、耳をかたむけてください。早くし

なさい」「・・・・しなさい」となるべく言わないでほしいと思っています。 

・ 朝は、子どもたちが期待をもって来れるように、「今日は誰と遊ぶのかな？」「何をして遊ぼう

か？」帰りは「何してあそんだの？」「誰とあそんだの？」「今日の給食は何食べたの？」大切

な触れ合いの時です。ゆったりと会話してください. 

心も身体も 

元気な子ども 

自分で考え 

行動する子ども 

 

 友だちを愛して

生きるやさしい 

子ども 

自然の中であそび 

豊かな体験をする 

子ども 



☆ 

・ 保護者の皆さまにとって朝の時間は、1 分１秒が大事です。その大変さは私たちも同じで十分

わかっています。そんな忙しい毎日ですが、子どもたちは寝ている間も成長し、エネルギーを

消費していますので、朝ごはんから、エネルギーと栄養を補給することは子どもたちにとって、

必要で大切なことで、一日を健康で元気に楽しく過ごすためのだいじエネルギーとなります。 

食べムラもあると思いますので完食を目指さないで、無理のない範囲で食べるようにしていた

だければと思います、忙しい時の「クイック、メニュー」※でもいいと思いますので「朝ごは

んの習慣」が身につくように、必ずお腹に入れてから登園下さい。また、決まった時間に食べ

ることで、排便の習慣や生活リズムが整ってきます。 

 

※クイックメニュー…参考まで 

  💛アレンジ納豆ご飯・・・のり・おかか・しらす・チーズあるもので栄養アップ 

  💛一口おにぎり(小さめ)・・前夜の残りや冷凍でも・スライスチーズ入りおにぎり等 

  💛ジャムサンド・・パンを重ねてサンドイッチ・ロールサンドやステック状など。 

    💛きな粉バナナヨーグルト・・バナナをつぶすか輪切りにして,ヨーグルトときな粉をかける。 

💛マグカップオムレツ・・卵 1個、牛乳少々、ちぎったハムやチーズを入れて混ぜ、 

レンジで１分～2分弱。そのまま食べられます。  等 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

       宮内教会牧師が不在となっているため、 

代務者として、山形本町教会牧師、関
せき

岡
おか

登
と

季
き

弥
や

先生（学校法人山形キリスト教学

園さゆり幼稚園理事長）がご奉仕くださいます。 
 

関岡先生は、都合のつく時は来園してこども園の誕生会や行事等で、聖書の話、

神さまやイエスさまのお話をしてくださいます。園だよりで、聖句についても 

メッセージをくださいますので、ご覧ください。 
    

       昨年度より、事務補助でお勤めいただいていました、 

梅津 沙織さんが、都合により３月末で退職となりました。 

 
 

☆：コドモンで送信した文章が“山形六日町教会牧師”となっていましたが、 

  “山形本町教会牧師”に訂正させていただきます。 
 

 


